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７
月
26
日
、
岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・山
根
１

佐
）
は
岩
見
沢
駐
屯
地
創
立
62
周
年
及
び
第

12
施
設
群
創
隊
40
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
し

た
。 

 

式
典
に
先
立
ち
、
長
年
に
わ
た
り
駐
屯
地
に

対
し
て
、
ご
支
援
・ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

協
力
諸
団
体
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。 

 

式
典
に
は
、
岩
見
沢
市
長 

松
野 

哲
様
、
衆

議
院
議
員 

渡
辺
孝
一
様
、
参
議
院
議
員 

佐

藤
正
久
様
、
衆
議
院
議
員 

稲
津 

久
様
、
参

議
院
議
員 

横
山 

信
一
様
、
天
塩
町
長 

浅

田
隆
弘
様
、
上
富
良
野
町
長 

向
山
富
夫
様

等
財
政
界
か
ら
多
数
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
。 

 

司
令
は
式
辞
の
中
で
「道
民
・
市
民
等
の
迅
速

か
つ
安
心
・安
全
の
た
め
の
実
効
的
な
抑
止
・対

処
が
で
き
う
る
部
隊
と
し
て
今
後
も
邁
進
す

る
。
」と
誓
っ
た
。 

 

今
年
は
、
式
典
、
訓
練
展
示
、
戦
車
等
の
体

験
搭
乗
、
第
11
音
楽
隊
と
岩
見
沢
光
陵
中
学

高 

校
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
第
13
施
設
隊

北
海
自
衛
太
鼓
に
よ
る
演
奏
、
子
供
広
場
の
ほ

か
、
24
の
近
隣
業
者
等
に
よ
る
『
Ｉ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

 

そ
ら
ち
屋
台
村
』を
開
催
し
、
地
元
の
名
産
品

等
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
地
元
企
業
か
ら
食
材

の
提
供
を
い
た
だ
き
、
『
特
製
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
』の

無
料
配
布
を
曹
友
会
が
行
っ
た
。 

 

来
隊
者
か
ら
は
「
グ
ラ
ッ
プ
ル
の
体
験
試
乗
は

他
の
駐
屯
地
で
は
見
な
い
の
で
新
鮮
だ
っ
た
。
」

「
規
律
の
あ
る
行
進
は
最
高
だ
っ
た
。
」
「
隊
員

が
親
切
に
笑
顔
で
対
応
し
て
く
れ
て
よ
か
っ

た
。
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。 

 

こ
の
日
は
、
時
折
雨
脚
の
強
ま
る
天
候
で
あ
っ

た
が
、
事
前
か
ら
駐
屯
地
隊
員
が
一
体
と
な
っ

た
広
報
活
動
も
あ
り
、
終
日
大
勢
の
親
子
連

れ
が
詰
め
か
け
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
長
蛇
の
列

が
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
来
隊
者
は
２
，
５
０

０
名
を
超
え
大
盛
況
で
あ
り
、
地
域
住
民
と
の

一
体
化
と
信
頼
感
を
醸
成
し
た
。 

荏
原
環
境
プ
ラ
ン
ト 

 
 

 
 

 

株
式
会
社 

様 

岩
見
沢
自
衛
隊
協
力
会 

 
 

 
 

鳥
山 

 
 

恵 

様 

隊
友
会
岩
見
沢
支
部 

 
 

 
 

川
口 

和
則 

様 

父
兄
会
岩
見
沢
支
部 

 
 

 
 

金
戸 

一
男 

様 

岩
見
沢
自
衛
隊
協
力
会 

 
 

 
 

野
尻 

  

清 

様 

司 

令 

長年のご尽力、誠にありがとうございます。 

岩見沢駐屯地司令感謝状贈呈式 

式辞を述べる第１２施設群長兼ねて 
          岩見沢駐屯地司令 山根１佐 



観閲式（巡閲） 
 

多数のご来賓の方々にご臨席をいただいた。 
 

観閲行進 
 

訓練展示 
（障害を処理する直前、緊張の一瞬） 

訓練展示 
（破壊筒で地雷原に人員用通路を開設） 

装備品展示 
 

戦車の体験試乗 
 

グラップルの操作体験 
 

限定５００食の特製ハヤシライス 
無料配布には長蛇の列ができた。 

大人気の子供広場 
 

祝賀会食 
 

幌別駐屯地第１３施設隊『北海自衛太鼓』 
迫力のパフォーマンス 

第１１音楽隊と岩見沢光陵中学校 
ジョイントコンサート 

『Ｉ ＬＯＶＥ そらち屋台村』 
２４もの店舗が軒を並べ大盛況 

駐屯地美術展には隊員や家族から 
素晴らしい作品が展示された。 



 

６
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で
の
間
、
上
富
良

野
演
習
場
で
実
施
さ
れ
た
ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
の

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
訓
練
で
は
隊
員
各
自
が
バ
ト
ラ
ー
を
装

着
し
て
の
訓
練
だ
っ
た
の
で
、
実
際
に
隊
員
が

損
耗
す
る
と
い
う
、
よ
り
実
戦
的
な
訓
練
と

な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
訓
練
の
中
で
も
自
分
が
感
じ
た
の
は
、

普
段
の
訓
練
以
上
に
敵
を
意
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
地
積
に
車
両
を
停

止
す
る
際
に
も
上
空
等
の
敵
に
発
見
さ
れ
な

い
よ
う
偽
装
網
を
し
っ
か
り
と
展
張
す
る
。
器

材
推
進
を
す
る
際
も
、
敵
に
企
図
の
暴
露
を

し
な
い
様
に
車
両
限
界
線
を
確
実
に
設
定
し
、

そ
こ
か
ら
リ
ヤ
カ
ー
や
人
力
で
運
搬
し
て
、
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
作
業
を
す
る
。
ま

た
、
実
際
に
小
隊
長
や
分
隊
長
が
損
耗
に
よ

り
戦
線
を
離
脱
し
て
し
ま
う
状
況
も
起
こ
り
、

指
揮
の
継
承
を
行
う
場
面
も
あ
っ
た
の
で
、
隊

員
一
人
ひ
と
り
が
小
隊
長
、
ま
た
は
分
隊
長

な
ど
の
役
職
の
目
線
で
物
事
を
考
え
、
不
測

の
事
態
に
対
処
し
て
い
け
る
能
力
が
必
要
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
今
訓
練
で
は
普
通
科
の
攻
撃
支
援

を
す
る
任
務
だ
っ
た
の
で
、
小
隊
や
分
隊
ご
と

の
事
前
の
準
備
や
、
綿
密
な
Ｍ
Ｍ
、
普
通
科
の

作
戦
行
動
に
合
致
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
施
設

偵
察
や
障
害
処
理
、
ま
た
調
整
な
ど
の
大
切

さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
Ｆ
Ｔ
Ｃ
等
の
訓
練
に
も
参
加
し

て
い
く
予
定
な
の
で
、
今
訓
練
で
学
ん
だ
貴
重

な
経
験
を
活
か
し
、
よ
り
精
強
な
施
設
科
隊

員
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 
 
 

ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
に
参
加
し
て 

  
 
 

 

第
３
３
５
施
設
中
隊 

 
 

 
 

 
 

 

３
等
陸
曹 

犬
伏 

 

渉 

＃１群合同訓練検閲 
第３３５施設中隊・第３１２施設器材中隊訓練指導 

 

６
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
の

間
、
第
12
施
設
群
（
群
長
・
山
根

１
佐
）は
岩
見
沢
駐
屯
地
、
孫
別

演
習
場
及
び
上
富
良
野
演
習
場

に
お
い
て
＃
１
群
合
同
訓
練
検

閲
（第
３
３
５
施
設
中
隊
及
び
第

３
１
２
施
設
器
材
中
隊
訓
練
指

導
）を
実
施
し
た
。 

 
第
３
３
５
施
設
中
隊
（
中
隊

長
・
山
崎
１
尉
）
は
第
２
師
団
の

実
施
す
る
ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
の
場
を

活
用
し
た
協
同
訓
練
に
参
加
し

た
。
訓
練
間
は
バ
ト
ラ
ー
２
を
装

着
し
、
敵
の
砲
弾
等
に
よ
り
多

数
の
損
耗
が
出
る
中
、
施
設
技

術
能
力
を
駆
使
し
て
作
戦
部
隊

の
攻
撃
に
最
大
限
寄
与
し
た
。 

 

第
３
１
２
施
設
器
材
中
隊
（
中

隊
長
・
橋
本
１
尉
）
は
Ａ
小
隊
が

孫
別
か
ら
上
富
良
野
に
転
進
し

て 

て
自
走
架
柱
橋
を
架
設
し
、
Ｂ

小
隊
は
機
械
力
に
よ
り
地
隙
を

処
理
し
て
作
戦
部
隊
の
兵
站
活

動
及
び
戦
力
推
進
に
寄
与
し
た
。 

 

訓
練
指
導
期
間
中
、
夜
間
は

月
例
の
影
響
で
月
明
か
り
も
な

い
暗
夜
で
あ
っ
た
が
、
両
中
隊
は

中
隊
長
を
核
心
と
し
て
、
統
裁

官
要
望
事
項
「
施
設
技
術
能
力

を
駆
使
し
て
、
作
戦
部
隊
の
任

務
達
成
に
最
大
限
寄
与
せ
よ
。
」

「
基
本
基
礎
の
徹
底
に
よ
り
不

要
な
損
耗
を
局
限
せ
よ
。
」を
具

現
し
困
難
を
乗
り
越
え
、
無
事

に
任
務
を
完
遂
し
た
。 

 

今
後
は
平
成
28
年
度
末
の
群

改
編
を
踏
ま
え
両
中
隊
の
行
動

等
を
検
討
し
、
各
機
能
別
中
隊

へ
の
改
編
へ
向
け
た
練
成
の
資
と

す
る
。 

 

８
月
7
日
、
第
12
施
設
群
（
群

長
・山
根
１
佐
）は
、
平
成
27
年
度

群
炊
事
競
技
会
を
実
施
し
た
。 

 

統
裁
官
は
「
『
食
は
戦
闘
力
の
基

本
』
で
あ
る
。
各
中
隊
は
、
部
隊
の

や
る
気
の
活
力
を
お
こ
す
も
の
を

作
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
訓
示
し

た
。 

 

本
競
技
会
は
、
炊
事
能
力
の
練

度
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
中
隊

の
団
結
の
強
化
及
び
士
気
の
高
揚

を
目
的
と
し
て
お
り
、
カ
レ
ー
と

中
隊
計
画
メ
ニ
ュ
ー
を
２
時
間
半

で
各
中
隊
保
有
器
材
で
調
理
す

る
も
の
で
あ
る
。 

 

配
点
区
分
は
、
調
理
状
況
を

20
％
、
そ
の
他
80
％
は
味
と
盛
り

付
け
と
し
、
審
査
に
は
群
長
を
は

じ
め
糧
食
班
長
、
栄
養
士
等
部
内

者
の
ほ
か
、
自
衛
隊
協
力
会
、
父

兄
会
及
び
隊
友
会
等
各
関
係
協

力
団
体
の
方
々
を
お
招
き
し
た
。 

 

各
中
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ヒ
ー

や
り
ん
ご
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
等
許
可

さ
れ
た
食
材
を
隠
し
味
に
、
独
自

の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ー
を
作
っ
た
。 

 

優
勝
し
た
の
は
第
３
３
７
施
設

中
隊
（
中
隊
長
・
古
橋
１
尉
）
で
、

第
２
位
は
第
３
３
５
施
設
中
隊
。

今
後
各
中
隊
は
さ
ら
に
練
成
し
、

炊
事
能
力
の
練
度
向
上
を
図
る
。 

Ⅱ 

－
 

－
 

－
 

食は戦闘力の基本 
群炊事競技会を実施 

マスクに手袋、衛生管理も完璧 

７コ中隊分のカレーを試食して審査 

被支援部隊の作戦構想を確認 
（第３３５施設中隊） 

新たな任務を受け自走架柱橋を撤収 
（第３１２施設器材中隊） 

破壊された道路に自走架柱橋を架設 
（第３１２施設器材中隊） 

地隙を処理して車両を通過させる 
（第３１２施設器材中隊） 



隊友会だより 

 

札
幌
地
方
隊
友
会
岩
見

沢
支
部
は
、
さ
わ
や
か
な
五

月
晴
れ
の
５
月
24
日
㈰
、
ホ

テ
ル
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

総
会
出
席
58
名
、
委
任
１
０

６
名
、
合
計
１
６
４
名
の
会

員
参
加
の
も
と
に
平
成
27

年
度
定
期
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

総
会
は
国
歌
斉
唱
、
物
故

会
員
へ
の
黙
と
う
、
白
根
支

部
長
の
挨
拶
の
後
、
開
藤 

重
則
氏
を
議
長
に
選
出
し

て
議
案
の
審
議
に
入
り
、
26

年
度
事
業
（
会
計
決
算
）
報

告
、
27
年
度
事
業
計
画
（
会

計
予
算
）
案
及
び
規
則
改
正

に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
担

当
役
員
か
ら
説
明
報
告
が

な
さ
れ
審
議
の
結
果
、
全
議

案
原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定

さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
支
部
は
任
期
満
了

に
伴
う
支
部
長
以
下
の
事

務
局
役
員
、
副
支
部
長
及
び

監
事
の
改
選
が
あ
り
、
留
任

を
含
め
新
た
な
役
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

新
た
な
役
員
と
し
て
、
支

部
長
に
副
支
部
長 

傳
法 

和
美
氏
、
副
支
部
長
に
監
事 

長
堀 

信
光
氏
、
監
事
に
小

松 

文
雄
氏
、
事
務
局
長
に

庶
務
理
事 

村
形 

利
昭
氏
、

庶
務
理
事
に
石
川 

信
明
氏

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
大
幅
な
役
員
交
代

に
よ
り
、
新
た
な
発
想
と
考

え
方
で
今
後
の
事
業
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
５
年
に
わ
た
り

支 

防衛省 職員 団 体 傷 害 保 険 
家族 

団体長期 障 害所得補償保険「長期所得安心くん」 

防衛省 退職後 団体 傷 害保険 

防衛省 共済組合 が ん 保 険 
団体取扱 

お見積・資料請求 http://webby.aflac.co.jp/bouei/ 

お申し込み・お問い合わせ先 
岩見沢駐屯地厚生科内（内線３３８） 

弘済企業（株）保険常駐員 三浦 勝行 

支
部
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た

５
名
の
隊
友
へ
、
支
部
長
よ

り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。 

 

総
会
終
了
後
は
恒
例
に
よ

り
懇
親
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
隊
友
53
名
、
部
外
か
ら

は
松
野
岩
見
沢
市
長
、
支
部

特
別
会
員
で
あ
る
渡
辺
衆

議
院
議
員
、
峯
市
議
会
議

員
と
五
十
嵐
自
衛
隊
雇
用

協
支
部
長
、
現
職
か
ら
は
岩

見
沢
駐
屯
地
司
令 

山
根
１

佐
、
業
務
隊
長 

舟
田
２
佐

他
26
名
、
ま
た
今
年
度
よ
り

支
部
の
特
別
会
員
と
な
り

ま
し
た
伊
澤
氏
、
豊
岡
氏
、

太
田
氏
の
３
市
議
会
議
員
の

参
列
を
得
て
、
盛
会
に
進
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
祝
辞
等
の
中
で
は
、

集
団
的
自
衛
権
下
の
防
衛
、

ま
た
日
本
を
取
り
巻
く
ア

ジ
ア
情
勢
に
関
し
て
こ
れ
か

ら
の
自
衛
隊
と
隊
友
会
の
活

動
へ
の
期
待
な
ど
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
隊
友
と
現
職
、
特

別
会
員
と
も
に
今
年
度
の
活

躍
を
誓
い
あ
っ
て
終
了
し
ま

し
た
。 

支部長に就任した傳法氏 

国際連合ＰＫＯアフリカ施設部隊能力早期展開支援 
第３０２坑道中隊 今２曹が任務完遂を誓って出国 

 

８
月
17
日
、
岩
見
沢
駐
屯
地
（
司

令
・
山
根
１
佐
）
は
、
松
野
哲
岩
見
沢

市
長
、
北
山
一
幸
三
笠
市
副
市
長
を

は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
国
際
連
合
Ｐ
Ｋ
Ｏ
ア
フ
リ
カ

施
設
部
隊
能
力
早
期
展
開
支
援
派

遣
隊
員
の
壮
行
行
事
を
実
施
し
た
。 

 
派
遣
さ
れ
る
の
は
第
３
０
２
坑
道
中

隊
（
中
隊
長
・
丸
山
３
佐
）
の
今
誠
将

２
曹
で
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
新
規

ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立
や
緊
急
の
増
員
の
際
、

工
兵
部
隊
を
迅
速
に
展
開
し
、
活
動

に
必
要
な
基
盤
を
整
え
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
早
期
の
機
能
発
揮
を
可
能
と
す
る

た
め
、
ア
フ
リ
カ
の
要
員
派
遣
国
に

対
し
て
重
機
操
作
教
育
を
実
施
し
、

工
兵
部
隊
の
派
遣
を
支
援
す
る
取
り

組
み
で
あ
り
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ

ビ
で
約
２
カ
月
間
活
動
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
自
衛
隊
初
の
任
務
で
あ
り
、

今
２
曹
は
過
去
２
回
の
国
際
平
和
協

力
活
動
へ
の
参
加
経
験
と
卓
越
し
た

施
設
機
械
操
作
技
術
に
よ
り
北
部

方
面
隊
か
ら
た
だ
一
人
選
考
さ
れ
た
。 

 

27
日
に
は
、
駐
屯
地
総
出
で
見
送

り
行
事
を
実
施
し
、
各
部
隊
・
各
中

隊
か
ら
声
援
を
受
け
た
今
２
曹
は

「
岩
見
沢
駐
屯
地
の
隊
員
と
し
て
恥

ず
か
し
く
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
任

務
を
遂
行
し
て
、
２
カ
月
後
、
元
気
に

帰
っ
て
き
ま
す
。
」
と
強
い
決
意
を
述

べ
た
。 

 

新
千
歳
空
港
に
は
北
部
方
面
施
設

隊
副
隊
長
中
田
１
佐
を
は
じ
め
、
第

12
施
設
群
長
山
根
１
佐
、
父
親
も
駆

け
付
け
今
２
曹
を
激
励
し
て
見
送
っ

た
。 

 

29
日
に
各
方
面
隊
の
派
遣
隊
員
と

と
も
に
出
国
し
、
翌
30
日
に
は
ア
ブ

ダ
ビ
を
経
由
し
て
無
事
ケ
ニ
ア
に
到

着
し
た
。
大
使
館
で
の
教
育
を
受
け

た
後
、
い
よ
い
よ
現
地
で
の
活
動
を
開

始
す
る
。 

ケニア空港にて、国連職員及び 
防衛駐在官等に迎えられる。 

駐屯地隊員総出で見送り 
 

出国報告をする今２曹 
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【
第
12
施
設
群
】 

１
等
陸
尉
へ 

 

田
川 

弘
貴
（
群
本
部
） 

 

古
橋 

俊
之
（
３
３
７
施
中
） 

 
２
等
陸
尉
へ 

 
佐
藤 

健
太
（
３
３
６
施
中
） 

 

勝
間 
大
希
（
３
１
２
施
器
中
） 

 

３
等
陸
尉
へ 

 

井
上 

邦
子
（
群
本
部
） 

 

准
陸
尉
へ 

 

吉
田 

重
孝
（
本
管
中
） 

 

陸
曹
長
へ 

 

三
浦 

章
博
（
本
管
中
） 

 

西
村 

貞
幸
（
３
３
６
施
中
） 

 

西
原 

寿
晃
（
３
３
７
施
中
） 

 

千
葉 

優
二
（
３
４
２
施
中
） 

 

１
等
陸
曹
へ 

 

則
元 

直
樹
（
本
管
中
） 

 

敦
賀 

隼
人
（
本
管
中
） 

 

久
保 

慎
二
（
３
４
２
施
中
） 

 
 

粟
津 

誠
治
（
３
４
２
施
中
） 

 

遠
目
塚 

進
（
３
１
２
施
器
中
）  

 
 

２
等
陸
曹
へ 

 

梅
津
麻
衣
子
（
本
管
中
） 

 

永
井 

 

誠
（
３
３
５
施
中
） 

 

榎 
 

正
人
（
３
３
５
施
中
） 

 

村
形 

共
康
（
３
３
５
施
中
） 

 

井
田 

浩
史
（
３
３
６
施
中
） 

 

藤
原 

雅
樹
（
３
３
６
施
中
） 

 

山
下 

 

肇
（
３
３
６
施
中
） 

 

松
山 

貴
泰
（
３
３
７
施
中
） 

 
 

團
塚 

貴
郎
（
３
３
７
施
中
） 

 

松
並 

拓
矢
（
３
４
２
施
中
） 

 

福
永 

哲
也
（
３
４
２
施
中
） 

昇 

任 

異 

動 

★
転 

出
★ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

本
部
管
理
中
隊 

 

１
尉 

小
塚 

 

修
（
11
旅
司
・
真
駒
内
） 

 

１
曹 

長
谷
川
洋
介
（
北
施
隊
付
・
南
恵
庭
） 

 

２
曹 

増
田
ひ
ろ
み
（
岩
見
沢
駐
業
・
岩
見
沢
） 

 

２
曹 

松
浦 

高
弁
（
北
施
隊
付
・
南
恵
庭
） 

 

３
曹 

七
戸 

智
香
（
北
衛
隊
・
真
駒
内
） 

第
３
３
５
施
設
中
隊 

 

３
尉 

奥
田 

浩
一
（
北
施
隊
付
・
南
恵
庭
） 

第
３
３
６
施
設
中
隊 

 

２
曹 

渡
邊 

 

修
（
北
施
隊
付
・
南
恵
庭
） 

第
３
１
２
施
設
器
材
中
隊 

 

２
曹 

金
戸 

一
也
（
１
０
５
施
器
・
南
恵
庭
） 

第
３
０
２
坑
道
中
隊 

 

３
佐 

伊
藤 

光
年
（
北
施
隊
・
南
恵
庭
） 

 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

１
尉 

江
崎 

真
代
（
北
千
歳
駐
業
・
北
千
歳
） 

 

曹
長 

佐
々
木
勝
美
（
10
普
連
・
滝 

川
） 

 

１
曹 

保
科 

慶
博
（
12
施
群
・
岩
見
沢
） 

 

１
曹 

貝
澤 

静
司
（
７
特
連
・
東
千
歳
） 

 

１
曹 

森 
 

武
臣
（
12
施
群
・
岩
見
沢
） 

 

３
曹 

佐
藤 

恭
子
（
１
高
群
・
東
千
歳
） 

 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

１
曹 

高
屋
敷 

亙
（
北
通
群
・
札 

幌
） 

 

２
曹 

小
尻 

克
己
（
３
０
５
基
シ
中
・
大 

宮
） 

 
【
事
務
官
・
技
官
】 

 

行(
一)
４ 

亀
澤 

文
彦
（
幌
別
駐
業
・
幌 

別
） 

 

★
転 

入
★ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

本
部
管
理
中
隊 

 

曹
長 

田
河
俊
一
郎
（
美
唄
駐
業
・
美 

唄
） 

 

１
曹 

近
藤 

 

薫
（
26
普
連
・
留 

萌
） 

第
３
３
５
施
設
中
隊 

 

２
曹 

二
見 

泰
博
（
１
０
５
施
器
・
南
恵
庭
） 

第
３
３
７
施
設
中
隊 

 

２
曹 

三
好 

博
之
（
北
恵
庭
駐
業
・
北
恵
庭
） 

第
３
０
２
坑
道
中
隊 

 

３
佐 

丸
山 

直
人
（
11
旅
司
・
真
駒
内
）  

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

 

１
曹 

宮
﨑 

丈
生
（
丘
珠
駐
業
・
丘 

珠
） 

 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

２
佐 

成
田 

大
輔
（
丘
珠
駐
業
・
丘 

珠
） 

 

２
尉 

山
口 

和
人
（
美
唄
駐
業
・
美 

唄
） 

 

１
曹 

栗
林 

信
二
（
11
旅
司
付
・
真
駒
内
） 

 
 

２
曹 

松
本 

 

始
（
１
高
群
・
東
千
歳
） 

 

３
曹 

久
保 

佳
照
（
沼
田
弾
支
・
沼 

田
） 

 

【
事
務
官
・
技
官
】 

 

行(

一)

４ 

須
藤 

和
良
（
幌
別
駐
業
・
幌 

別
） 

 

人 事 往 来 

３
等
陸
曹
へ 

 

橋
田 

昌
昇
（
３
３
５
施
中
） 

 

岡 
 

一
樹
（
３
３
７
施
中
） 

 

桑
原 

 

勉
（
３
４
２
施
中
） 

 

伊
藤 

法
人
（
３
４
２
施
中
） 

  

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

准
陸
尉
へ 

 

斎
藤 

 

護 
 

１
等
陸
曹
へ 

 

鳴
海 

 

修 
 

２
等
陸
曹
へ 

 

野
中 

隆
広 

 

杉
山 

陽
彦 

  
【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

陸
曹
長
へ 

 

石
田 
圭
一 

 

１
等
陸
曹
へ 

 

野
呂 

博
人 

 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊 

 
 

 
 

 
  

岩
見
沢
派
遣
隊
】 

２
等
陸
曹
へ 

 

小
尻 

克
己 

定
年
退
官 

 

永
年
の
勤
務 

 
 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

  
 第

12
施
設
群
本
部 

 

１
尉 

豊
蔵 

 

悟 
 

 
 

（
７
月
20
日
付
） 

第
３
１
２
施
設
器
材
中
隊 

 

曹
長 

飯
野 

和
男 

 
 

 

（
７
月
25
日
付
） 

岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊 

 

曹
長 

古
澤 

義
之 

 
 

 

（
４
月
11
日
付
） 

岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊 

 

曹
長 

松
葉 

廣
和 

 
 

 

（
４
月
22
日
付
） 

岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊 

 

曹
長 

寒
川 

治
明 

 
 

 

（
５
月
31
日
付
） 




